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国および県においては、障害者差別解消法の本年4月施行に伴い、広く社会に浸透が図られるとともに障害分野を超えてあらゆる施
策に反映される取り組みが必要となっています。特に、全ての人がその有する力を最大限に発揮することで、生き生きと活躍し、居場所
と出番を実感できる共生社会の実現に向けて、県で策定された滋賀県障害者プランを基に着実な推進が求められるところです。

こうした中にあって、協会は障害当事者団体として、障害者差別解消法の周知状況や施行上の課題等を把握し、また、障害者総合支援
法施行後の見直しの動向等を注視するとともに滋賀県障害者プランの進捗状況等を踏まえて、制度・施策上の課題等に的確に対応すべ
く、関係機関・団体の連携強化を図り制度改善要望活動・施策提言を積極的に行って参ります。

また、地域や団体においては、高齢化や会員の減少等は喫緊の課題であり、地域等と連携して、地域等組織の活性化に向けて、取り組み
を一層推進して参ります。併せて、協会の中核的組織である青壮年部における交流活動や障害者社会参加推進センターによる障害者週
間の啓発活動を中心に社会参加推進支援活動の一層の推進を図って参ります。

一方、県立障害者福祉センターの経営につきましては、新たに本年4月から始まる５カ年の第三期指定管理期間においても、県から引
き続き指定管理者として指定を受け、経営方針と経営目標の下、提案した事業計画に沿って取り組んで参ります。

こうした取り組みや活動を強くアピールし、会員組織内外の障害者や団体との交流、連携等の取組みを推進し、県民への障害者福祉の
理解と関心を深め、公益財団法人として、不特定多数の障害の人々の利益の増進に寄与できるよう推進して参ります。

さらに、公益財団法人としてのメリットを活かして基盤の充実を図りつつ効率的効果的な運営に努めて参ります。
社会の変化や福祉を取り巻く環境の変化等に対応して、地域や障害者団体とともに障害者福祉の向上のため積極的に取り組みを進め

て参ります。
この基本方針を踏まえて、次の事業計画に掲げる諸事業を実施・促進することとします。

平成28年度　事業計画

１　協会の健全な運営
　公益財団法人として、法制度に基づき適正な法人の運営と財政基盤の確保に取り組み、障害者福祉の向上と協会の健全な発展に努
めます。

２　地域等組織の活性化の支援
　協会の組織基盤の強化と活動の活性化を図るため、地域や障害者団体への支援の充実を図ります。

３　県立障害者福祉センターの経営
　県立障害者福祉センターの指定管理者としての指定と経営
　新たに本年度から始まる5カ年間の第三期指定管理期間においても、当協会が県立障害者福祉センターの指定管理者として県か
ら指定を受けました。
　「利用者一人ひとりに寄り添い、ともに成長するセンター」を目指し、経営方針と経営目標の下、提案した事業計画書に沿って取
り組みを進めます。

４　関係機関・団体との連携強化	
　障害者福祉施策の推進や課題解決に向けて、関係機関・団体との連携を緊密にして相互の協力支援および情報交換の促進を図る
とともに、制度改善要望や政策提言などを積極的に行います。
　また、福祉関係団体が実施する事業を積極的に周知し、参加促進を図ります。

５　障害者社会参加推進支援活動の推進
　障害の有無にかかわらず誰もが家庭や地域で明るく暮らせる社会づくりに向けて、関係団体・機関の協力の下に、障害者の地域
における自立と社会参加を推進するため、身体障害、知的障害、精神障害を包括する障害者社会参加推進センターを核として事業
活動の一層の充実を図ります。
　また、県内の障害者団体をはじめとする社会福祉関係団体によって設立された「滋賀の縁(えにし)創造実践センター」を支援し、
地域福祉の推進を図ります。

６　身体障害者相談員の資質向上と活動強化
　地域の障害者の日常的相談に適切に対応し支援するため、各市町における身体障害者相談員の資質の向上のための研修の充実
と各地域の情報の共有を図ります。

７　身体障害者福祉大会開催と参加
　滋賀県や日身連近畿ブロックの福祉大会の開催や、日身連の全国福祉大会への参加を通じて、障害者の交流を図るとともに、障
害者自らが当面する諸問題への対応を行い障害者福祉の向上を図ります。 

８　協会青壮年部活動の充実強化
　協会の中核的組織としてリーダーの育成や組織の基盤強化を図るとともに、青壮年部層の社会参加促進のための事業を実施し、
活動の充実強化を図ります。

❖ Ⅱ 事業計画 ❖

❖ Ⅰ 基本方針 ❖

平成28年3月20日（日）に、『平成27年度第5回理事会』および『平成27年度第2回評議員会』を開催し、平成28年度事業
計画書案・予算書案等の審議を行い、全ての議案が原案どおり承認されました。
事業計画概要は次のとおりです。
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平成２８年６月３日（金）に『平成２８年度第１回理事会』、６月２４日（金）に『平成２８年度第１回評議員会』を開催し、
平成２７年度事業報告書案・決算書案等の審議を行い、全ての議案が原案どおり承認されました。
事業報告概要は次のとおりです。

平成27年度　事業報告

1  協会の健全な運営
（１）法人諸会議の実施
（２）日本身体障害者団体連合会（以下「日身連」という。）や近畿ブ

ロック連絡協議会への参画
（３）公益目的付帯業務の実施と安定した財源の確保

2  地域等組織の活性化の支援
（１）組織活性化のための地域支援の取り組み
（２）地域活動への協力支援

3  県立障害者福祉センターの経営
（１）経営方針と中期経営目標に沿った中期経営計画に基づく取り

組みの実施
（２）第３期指定管理期間の指定管理者として、県から選定

4  関係機関・団体との連携強化
（１）障害者福祉に関する要望活動等の実施
（２）関係機関や団体等への委員の参画
（３）関係機関や団体等が実施する事業への協力

5  障害者社会参加推進支援活動の推進
（１）「滋賀県障害者社会参加推進センター」の活動の充実
（２）社会参加促進事業の推進
（３）滋賀の縁(えにし)創造実践センターの支援

6  身体障害者相談員の資質向上と活動強化
（１）滋賀県身体障害者相談員研修会の開催（2か所　141人）
（２）第17回日身連近畿ブロック身体障害者相談員研修会への参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（神戸市　35人）

9  顕彰事業
（１）（公財）滋賀県身体障害者福祉協会長表彰（３１人）
（２）滋賀県知事表彰（１０人）
（３）日本身体障害者団体連合会長表彰(１人)
（４）厚生労働大臣表彰（1人）
（５）滋賀県障害者スポーツ功労賞（１人）

13  滋賀県立障害者福祉センターの経営
（１）利用状況および利用登録状況

ア.	開所日数　280日
イ.	延べ利用者数　80,350人
ウ.	利用者カード発行状況　　（発行件数　163件）
エ.	一時利用者カード発行状況（発行件数　145件）

（２）福祉センター事業
　　　（行事開催事業、障害者スポーツ指導事業、障害者文化教

　養向上事業、更生相談事業、養成研修事業、広報啓発事
　業、自主事業等の実施）

8  協会青壮年部活動の充実強化
（１）青壮年部役員会等の開催
（２）青壮年部交流会の実施
（３）関係団体等が実施する事業への参加

11  心身障害者扶養共済制度の推進
身体障害者の心身障害者扶養共済制度の普及を図り、適正な事務手続きの実施

12  JRジパング倶楽部の事務手続き
JRジパング倶楽部特別会員制度への加入促進と適正な事務手続きの実施

10  情報提供活動の充実
（１）機関紙「県身協」の発行（年４回、各9,000部）
（２）機関紙「日身連」の購買支援
（３）ホームページによる各種情報の提供

7  身体障害者福祉大会の開催と参加
（１）第65回滋賀県身体障害者福祉大会の開催　（甲賀市　678人）
（２）第60回日本身体障害者福祉大会みやざき大会への参加（宮崎県　24人）
（３）第35回日身連近畿ブロック身体障害者福祉大会への参加(神戸市　35人)

事業の実施状況

※平成28年度県立障害者福祉センター事業については、県身協第112号にて事業案内を行っています。

９　顕彰事業
  長年にわたり、身体障害者の更生援護に貢献された方や自ら障害を克服し自立更生し他の模範となっている方等の表彰を行うと
ともに、各種表彰に候補者を推薦します。

10　情報提供活動の充実
　障害者への情報の提供と協会の主催事業および各地域での取り組みを広く周知するため、広報誌を発行するとともにホームペー
ジ等による各種の情報提供活動を行います。

11　心身障害者扶養共済制度の推進
　身体障害者の扶養共済制度の普及を図るとともに適正な取扱い事務を行います。

12　ＪＲジパング倶楽部の事務手続き
　障害者手帳所持者で男性60歳以上、女性55歳以上の方が加入できる「ＪＲジパング倶楽部特別会員制度」への加入促進を図ると
ともに、適正な取扱い事務を行います。
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協会からのお知らせ・報告

日　時：①7月3日（日）13時30分から
　　　 ②7月9日（土）13時30分から
場　所：①ひこね市文化プラザ　メッセホール
　　　　　（彦根市野瀬町187-4）
　　　 ②滋賀県立長寿社会福祉センター　大教室
　　　　　（草津市笠山七丁目9-138）
内　容：・（仮題）「障害者差別解消法」について　他

　平成27年11月８日に開催した第65回滋賀県身体障害者福祉大会で決議された８項目は、県身協第111号にて報告の
とおり、要望活動を行ったところですが、要望書に対して県から回答がありましたので、掲載いたします。なお、紙面の関係
から、残りの要望事項は次号以降に掲載させていただくとともに、要望事項の詳細は省略させていただいております。

　私たち青壮年部は、社会参加の促進および相互の結束を
図ることを目的に、和気あいあいと楽しく活動しています。
　主な活動は、地域等での交流会の開催やふうせんバレー
ボール大会等への参加といった「スポーツ・レクリエーシ
ョン活動」、当福祉センターで開催される夏まつりでの「模
擬店出店」等です。青壮年部の活動にご参加いただける方、
また、ご協力いただける方を募集しています。私たちと共
に「活動したい」、「事業に参加したい」という方は、是非、事
務局までお問い合わせください。

入会金および年会費：無　料
お 問 い 合 わ せ 先：（公財）滋賀県身体障害者福祉協会まで

青壮年部は皆さんの参加を
　　　　　　　　　お待ちしています！！

～会員・サポーターを大募集！！～

平成28年度滋賀県身体障害者相談員研修会

（公財）滋賀県身体障害者福祉協会「障害者施策に関する要望書」に対する県からの回答について

日　時 ：	 10月31日（月）
場　所 ：	 京都テルサ	

（京都府京都市南区東九条下殿田町70）
         今年度は、京都テルサでの開催となります。

第36回　日本身体障害者団体連合会	
　　　　 近畿ブロック福祉大会
第18回　日本身体障害者団体連合会
　　　　 近畿ブロック身体障害者相談員研修会

会員募集お知らせ

お知らせ

要 望 事 項 回　　　　　　　　　　　　　答
１．障害者差別
解消法の目的を
補完するための
県条例の制定

　条例制定については、いくつかの当事者団体から要望をいただいているが、現時点では、条例の必要性
について、さまざまな御意見があり、条例の意義や目的ついても、それぞれの考えがあるものと考えている。
　県においては、糸賀一雄先生生誕 100 年を契機に、障害のある人もない人も、これからの共生社会づ
くりについて共に考え、行動するための方策を検討する「共生社会推進検討会議」を設置している。
　この会議には、当事者団体をはじめ、障害福祉サービス事業者や企業関係者、弁護士など、さまざまな
立場の方に参画いただいており、こうした場を活用して、これらの条例の必要性も含めて幅広く意見交換
をお願いしたいと考えている。

【所管：健康医療福祉部　障害福祉課】

２．65 歳 以 上
の障害者の福祉
サービスの利用

（介護保険制度
に定める保険給
付と障害者福祉
サービスとの適
用関係）

　介護保険給付と自立支援給付との適用関係については、当該給付調整規程に基づき、原則として介護保険
給付が優先されるが、障害固有のサービスが必要な場合や介護保険の利用が困難な場合はこの限りではない。
　このことについては、厚生労働省からの通知でも示されており、市町実施指導時にも市町に確認し、指
導しているところ。
　また、市町の障害福祉主管課に対しては機会を捉えて周知しており、今後、相談支援事業者の関係者等
も含めて周知してまいりたい。
　なお、様々な障害者団体からも同様の要望が寄せられており、適切に対応してまいりたい。

【所管：健康医療福祉部　障害福祉課】

３．災害時にお
ける障害者の避
難支援

　避難行動要支援者名簿の共有をはじめ、各市町での要配慮者避難の取組を支援するため、市町職員等を
対象とする研修を開催しており、引き続き市町の支援に努めたい。

【所管：健康医療福祉部　健康福祉政策課、障害福祉課】
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<事業内容>
（１） 障害者社会参加推進協議会の開催

（２） 障害者理解を深めるための研修会等の開催

（３） 障害者週間啓発・推進事業の実施

（４） 障害者による書道・写真全国コンテストの作品募集

（５） 「滋賀県障害者社会参加推進センター」ホームページの充実

（６） 「中央障害者社会参加推進センター」研修会等への積極的参加

（７） その他障害者の社会参加推進のために必要な事業・事務の実施

　全国障害者総合福祉センター（戸山サンライズ）が主催す
る「第31回障害者による書道・写真全国コンテスト」の作品
を募集します。

◆募集内容　
　①書道部門・題材は自由（硬筆・毛筆とも可）
　②写真部門・フリーの部（題材は自由）
　　　　　　 ポートレートの部（人物を題材とした作品が対象）
　　　　　　 携帯フォトの部（携帯電話のカメラ機能使った
　　　　　　　　作品。題材は自由）
　※応募は各部門１人１作品まで（書道と写真双方の応募は可）
◆提出期限　9月25日（日）
　※詳細については、（公財）滋賀県身体障害者福祉協会までお
　　問い合わせください。  

　6月16日（木）当福祉センターにおいて、「平成28年度第1回滋賀県障害者社会参加推進協議会」を開催しました。
　初めに、任期満了に伴う役員の選出があり、前年度に引き続き、滋賀県腎臓病患者福祉協会の青木隆三委員が会長に、
滋賀県手をつなぐ育成会の東富夫委員が副会長に選出されました。
　次に、「平成27年度事業報告および決算」、「平成28年度事業計画および予算」の議題について協議され、質疑応答の
後、全て承認されました。
　平成28年4月に施行された「障害者差別解消法」等の周知啓発を図り、より多くの方に障害に対する理解を深めてい
ただけるよう、各種事業に取り組んでいくことになりました。

平成28年度　第1回滋賀県障害者社会参加推進協議会 報　　告

事務局日誌

月　　日 会議・行事内容

4月 8日（金） 第1回三役会

組織活動強化事業審査会

4月 9日（土） 第1回青壮年部役員会

4月20日（水） 日身連近畿ブロック連絡協議会団体長・事務局長会議

4月26日（火） 日本身体障害者団体連合会平成28年度第1回定例理事会

5月11日（水） 日本身体障害者団体連合会平成28年度第1回定例評議員会

5月12日（木） 第61回日本身体障害者福祉大会きょうと大会

5月20日（金） 第1回組織活性化部会

第2回三役会

月　　日 会議・行事内容

5月24日（火） 平成28年度監事会

6月 3日（金） 第1回理事会

6月 4日（土） 第2回青壮年部役員会

6月15日（水） 夏まつり企画検討部会

6月16日（木） 第1回滋賀県障害者社会参加推進協議会

6月24日（金） 第1回評議員会

第2回理事会

第3回三役会

6月26日（日） 第4回青壮年部交流会

「第31回障害者による書道・写真全国コンテスト」
作　品　募　集

作品募集

平成28年４月～６月

平成28年度滋賀県障害者社会参加推進センター事業計画書 平成28年度滋賀県障害者社会参加推進協議会委員名簿

役　職 氏　名 所属団体名
会　長 青木　隆三 （公社）滋賀県腎臓病患者福祉協会

副会長 東　　富夫 （公社）滋賀県手をつなぐ育成会

委　員 山野　勝美 （福）滋賀県視覚障害者福祉協会

同 団体で調整中 （一社）滋賀県ろうあ協会

同 乗光　秀明 （福）滋賀県障害児協会

同 前野　　奨 （特非）滋賀県脊髄損傷者協会

同 長田由美子 滋賀県中途失聴難聴者協会

同 奥村　隆明 滋賀県障害者スポーツ協会

同 谷口　良雄 （公社）日本オストミー協会滋賀県支部

同 西村　　武  滋賀湖声会

同 平　　芳典 （福）滋賀県社会福祉協議会

同 植松　潤治 滋賀県障害児者と父母の会連合会

同 木下　　博 （福）滋賀県聴覚障害者福祉協会

同 　曽根　　博 （特非）滋賀県精神障害者家族会連合会

同 楢林理一郎 滋賀県精神保健福祉協会

同 橋本　芳邦 滋賀県断酒同友会

同 駒阪　博康 （特非）滋賀県難病連絡協議会

同 宮路　満英 （特非）滋賀県脳卒中者友の会 淡海の会

同 脇阪　恭明 （特非）JDDネット滋賀

同 藤井　孝賢 滋賀県健康医療福祉部障害福祉課

同 中村　裕次 （公財）滋賀県身体障害者福祉協会
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わが地域の「がんばり日記」

甲賀市身体障害者更生会の春のイベントとして、「ふうせ
んバレーボール大会」を始めて早や８年を迎えることがで
きました。これも関係団体様をはじめ、皆様のご理解、御支
援のお陰と深く感謝申し上げます。また、この大会はボラ
ンティアの方々のお陰で開催できています。例えば、日赤
奉仕団の方々に昼食の準備をお願いしたり、土山学区自治
振興会の方々に飲み物の手配をお願いしたりしています。
その他にも、市広報や新聞社等の報道機関に情報発信をお
願いしています。

大会には県内各地から老若男女、障がいの有無に関係な
く多くの方々にご参加いただき、助け合いながらふうせん
を落とさないようチームワークを第一に楽しんでおられ
ました。

私たちがふうせんバレーボールと出会ったのは、約11
年前に大阪市舞洲障がい者スポーツセンターで開催され
た大会に参加したときです。６人が支え合いながら、ふう
せんバレーボールを楽しんでいる姿を見た瞬間、「この競
技を滋賀の甲賀で！」と思ったことがきっかけでした。そ
うして始めたこの大会もあと２年で10回目を迎えます。
盛大に記念大会を行うとともに、この大会を続けていきま
すので、今後共、よろしくお願いします。

5月12日（木）、京都市にある「京都府総合見本市会館（京
都パルスプラザ）」において、第61回日本身体障害者福祉
大会きょうと大会が開催されました。薫風が心地良い青空
のもと、全国から約2,700人もの参加があり、本県からも
13地域・139人の参加がありました。

開会宣言で幕を開け、大会実行委員長、大会会長のあい
さつと続き、日身連会長表彰などが行われ、また、今年の
大会スローガンには「障害者差別解消法の理解啓発を図
ろう」と「日身連および加盟団体の組織強化を図ろう」が
掲げられました。議事では、前年度の事業報告および今
年度の事業計画、政策協議等について報告後、加盟団体
が一丸となって取り組んでいけるよう、大会宣言と五つ
の大会決議（「共生社会をめざし障害者権利条約を障害
者施策に実現させよう」、「すべての自治体に障害者差別
をなくすための条例を制定させよう」、「東日本大震災被
災地の復興を着実に実行させよう」、「地域相談支援体制に
身体障害者相談員を
活用させよう」、「熊
本地震による被災障
害者の早期生活再建
をめざそう」）を採択
しました。

また、今大会にお
いて、当協会の理事
で あ る 井 田 裕 司 氏

（湖南市）が、永年に
わたる活動を認めら
れ、日身連会長表彰
を受賞されました。
心からお祝い申し上
げます。なお、来年度
の大会は、岐阜県で開
催される予定です。

皆の掛け声で楽しくふうせんバレーボール
「第８回ふれ愛甲賀ふうせんバレーボール大会」

甲賀市身体障害者更生会

第61回日本身体障害者福祉大会　きょうと大会 報　告

各地域・団体の活動報告
月　　日 主　　催 行　事　内　容

４月19日（火） 守山市身体障害者連合会 平成28年度総会

４月23日（土） 米原市障害者福祉協会 平成28年度総会

４月24日（日） 東近江市身体障害者厚生会 通常総会

４月27日（水） 日野町身体障害者更生会 平成28年度通常総会

５月20日（金） 草津市身体障害者更生会 平成28年度定例大会

５月21日（土） 滋賀県難病連絡協議会 第33回定期総会

５月22日（日） 滋賀県腎臓病患者福祉協会 第６回通常総会

月　　日 主　　催 行　事　内　容

５月22日（日） 草津市心身障害児者連絡協議会 第31回草津市いきいきふれあい
大運動会（障害者スポーツ大会）

彦根市身体障害者更生会 第66回定期総会

５月27日（金） 近江八幡市身体障害者厚生会 平成28年度総会

滋賀県視覚障害者福祉協会 第１回理事会

５月28日（土） 日本オストミー協会滋賀県支部 第28回通常総会

６月12日（日） 甲賀市身体障害者更生会 第11回総会

６月19日（日） 大津市身体障害者更生会 第66回大津市身体障害者更
生会福祉大会
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平成28年4月1日から
「障害者差別解消法」が施行されました。

ＪＲジパング倶楽部特別会員制度への入会について

　「障害者差別解消法」をご存じですか？
　この法律は、全ての国民が、障害の有無によって分け
隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合い
ながら共生する社会の実現に向け、障害を理由とする
差別の解消を推進することを目的として、平成25年６
月に制定され、平成28年４月１日に施行されました。
　これからは、「不当な差別的取扱いの禁止」と「合理的
配慮の提供」が求められます。
　思いやりと支え合いの心を持ち、障害のある人も障害
のない人も共に暮らしやすい社会を目指しましょう。

①会員の特典
　◆ＪＲ線を「片道、往復、連続」のいずれかで201km以上
　　利用する場合に使えます。身体障害者手帳により購入
　　できる普通乗車券以外の一定の特急券・急行券・グ　
　リーン券・座席指定券が割引購入できます。
②加入資格
　◆身体障害者手帳の交付を受けている方で、男性は満
　　60歳以上、女性は満55歳以上の方が対象となります。
　　（介護者の割引については、第一種身体障害者の介護
　　者のみ同様の割引が受けられます。）
③年会費
　◆お一人様1,350円です。（入会金はいりません。）
④入会手続き
　◆詳細およびお申込みにつきましては、当協会までご連
　　絡ください。

（公財）滋賀県身体障害者福祉協会
　〒 525-0072　草津市笠山八丁目 5-130
　　T E L ：077-565-4832
　　F A X ：077-564-7641
　　E-mail：info@kenshinkyo-shiga.com

申込み・問い合わせ先
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障害者福祉センターコーナー
第 2 6 回 　 夏 ま つ り の お 知 ら せ
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参 加 者 の 声
参 加 者 の 声

参 加 者
　の 声

　水泳を始めるにあたり、無理なく楽しく水泳に取り組
めるように、水慣れ、呼吸、浮き方、立ち方など泳ぎまで
の基本練習を行います。

　クラス別にわかれて水慣れや伏浮きなどの基礎練
習からクロールや背泳ぎなどの泳法を指導します。

グラウンドゴルフ大会参加者募集！
　経験は問いません。お気軽にご参加ください！

・丁寧に指導していただいていることに感謝しています。
・細かい所まで良く見ていただけて良かったです。

・気持ちよくプレーできました。 
・楽しくラウンドができました。

・楽しく指導していただき、プー
　ルに来るのがより楽しみになり
　ました。

教　　室　　名 対　　象　　者 教 室 開 始 日 開  催  時  間 開催曜日 定　員 回　数

水泳教室 障害のある人
中学生から３５歳まで ９月11日（日） 16:30～17:30 日曜日 20人 6

はじめてスイム（身体） 身体障害者 ９月29日（木） 12:00～12:50 木曜日 5人 5

第 三 期 ス ポ ー ツ 教 室 受 講 生 募 集

グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ 大 会

はじめてスイム（身体）教室やおなじみの水泳教室を実施します。
みなさんふるってお申込ください！！

※先着順ではありませんので、申込み期間内にお申込みください。

※受講料は無料です。ただし、スポーツ安全保険料が必要です。

教室募集の詳細は、直接当福祉センターまでお問い合わせください。

申込期間：スポーツ教室　８月２日（火）～８月21日（日）までの開所日・開所時間

はじめてスイム(身体)教室水泳教室

所定の受講申込書と健康調査表に必要事項を記入の上、受付期間中に来所、FAX または
郵送にてお申込みください。（1 教室ごとに提出してください。）
なお、受講申込書・健康調査表はホームページにも掲載しています。

申し込み方法：

月 日
9月 29日

10月 6日・13日・27日
11月 10日

計５回

月 日
9月 11日・25日

10月 2日・16日・30日
11月 6日

計６回

日　時：平成28年9月25日（日）
          12：45 ～ 16：00
場　所：当福祉センター　会議室
対象者：障害のある人、ない人
定　員：先着18人（うち障害のない人は先着6人まで）
参加費：無料
内　容：将棋のプロ棋士を迎えての対局指導
プロ棋士　坪内利幸（八段）の多面差しによる対局
指導（対局は1人最長45分。対局順番は当日抽選）

受付期間：8月21日（日）～ 9月18日（日）

参 加 者 の 声

・アドバイス（手直し）
をいただけたことが
良かった。
・さすがプロ、読みが
違う。

将棋と囲碁のつどい～将棋のプロ棋士を迎えての対局指導～
　将棋のプロ棋士との対局ができるチャンスです。ぜひ、この機会にプロ棋士の指導で棋力を向上してみませんか？
多くの方の応募をお待ちしております。

日　時：10月1日（土）13:00 ～ 16:00
場　所：滋賀県立精神医療センターグラウンド
　　　　（雨天時は当福祉センターアリーナ）
対象者：障害のある人、障害のない人

定　員：先着48人（うち障害のない人
　　　　は15人まで）
費　用：参加費は無料
受付期間：8月16日（火）～ 9月11日（日）
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日　時：毎日（平成29年3月まで）※7月24日（日）は除く
　　　 9時25分～ 9時30分
場　所：当福祉センター 多目的ホール
対象者：障害のある人、ない人

参 加 者 の 声

・子供が楽しめる映画で
　とても喜んでいました。
・前から見たい映画だっ
　たのでとても良かった。
・子供たちが自由に動け
　るようにマットもひい
　てあって安心して見る
　ことができました。

変 更 前 変　更　後

受
付
期
間

①障害のある人も障害の
　ない人も 2 週間前から
　申込むことができます。

②申込みの予約は先着順
　で受付をします。

①障害のある人は希望
　日の２週間前、障害
　のない人は希望日の
　１週間前から申込む
　ことができます。

②受講希望日の２週間
　前の日での申込みは、
　当日の 17 時まで全
　て同着とします。

決
定
方
法

　受講希望日が重複した
　場合、障害のある人も、
　障害のない人も、同じ
　ように抽選により決定
　します。

　受講希望日が重複し
　た場合、障害のある
　人を優先します。ま
　た、前週に受講され
　ていない人が優先と
　します。

詳細は、当福祉センターまでお問い合わせください。

第33回水泳記録会
　初心者・経験者問わず、どなたでも参加いただけます。お気軽にご参加ください。

どなたでも自由に参加していただけます。今回も人気
の映画を上映しますので、是非お友達やご家族をお誘い
合わせのうえ、お越しください。

6月1日（水）から、ラジオ体操をはじめました！！
ラジオ体操は、全身をまんべんなく動かすことがで

き、運動時の怪我を予防するとともに、健康の維持増進
を図ることができます。明るく元気な毎日のために、一
緒に始めましょう！！

　当福祉センターのプール観覧ホールにある更衣室の
名称が、平成28年４月１日から「重度障害者更衣室」か
ら「個室更衣室」に変わりました。今までどおり、使用し
ていただくことができますので、利用を希望される方は
職員までお声かけください。

5月18日（水）から、水泳個別アドバイスの申込み方法
が変更になりました。

映画鑑賞会

「ラジオ体操」はじめました！！ 名称が「個室更衣室」に変わりました

水泳個別アドバイス申込み方法変更について

日　時：8月6日（土）
　　　 10：15 ～11：50　｢インサイド・ヘッド｣
　　　 13：30 ～15：00　｢ミニオンズ｣
場　所：当福祉センター 会議室
対象者：障害のある人、ない人
参加費：無料（当日入場自由）

日　時：11月20日（日）
第1部「水中チャレンジ」10:00 ～ 12:00
第2部「記録会」　　　　 13:30 ～ 16:30

場　所：当福祉センター　プール
対象者：小学校１年生以上の障害のある人、ない人
定　員：第1部　先着40人（障害のない人は20人まで）
　　　 第2部　先着80人（障害のない人は30人まで）
費　用：参加費は無料
申込期間：9月14日（水）～10月10日（月・祝）

参 加 者 の 声

・大勢の中で一緒に活動し良い経験になりました。
・良い緊張感の中で記録会を楽しめました。
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多目的ホールにキッズスペースを設けました。ガラス
に面しているので、光の差し込む明るい空間になりまし
た。床はクッション性に優れたソフトマットで、周りを
黄色と青色の大きなソフトブロックで囲っているので
安全にご利用いただけます。

保護者の方も子どもを見守りながら、情報交換、交流・
共有の場としてご利用ください。

利 用 者 の 声

・講師の人数が多くて、手 
　厚く教えてもらえました。
・初めての内容で、参考に
　なりました。

キッズスペースができました！！

マッサージセラピストの手技のよ
うな感覚を再現した特殊構造により、
簡単にセルフマッサージを行うこと
ができます。トレーニング室をご利用
の際はぜひお試しください。

　自分の筋力に合わせて調節や様々の
部位の筋力トレーニングが可能です!
　伸縮性のバンドを用いた健康バンド
は、高齢者でも気軽に取り組むことがで
きる筋力トレーニングです。

　4月からお世話になっています。利
用者のみなさまのお役に立てるよう
に、一生懸命がんばります。よろしく
お願いします。

　いつも皆様の笑顔とお声かけに元
気をいただいています。「またセンター
に来たいな!」と思っていただけるよ
う、日々を丁寧に努めてまいります。ど
うぞ宜しくお願いします。

　6月から新しく職員に加わりまし
た内田真美と申します。見かけた際に
は、気軽に話しかけていただければ幸
いです。よろしくお願いします。

　より広い視野を持って、皆さま一人
ひとりと親密に関わりながら、センター
業務に携わっていきたいと考えており
ます。どうぞ宜しくお願い致します。

次長兼管理課長　奥村　 清（平成28年3月31日退職）

契約職員 ： 三田村 聡美（平成28年3月31日退職）

契約職員 ： 酒井 真衣子（平成28年3月31日退職）

事務職員 ： 別役 　昌子（平成28年3月31日退職）

　4月16日(土)、23日（土）、30日(土)の3回にわたり当
福祉センター会議室にてパソコン教室を開催しました。
　1回目は文字と画像の組み込み、2回目はワードアー
トやテキストボックスの使い方、3回目は地図の作成
や印刷などワードとエクセルの機能を使ってチラシを
作成しました。
　「習うより慣れよ。」との講師の言葉に、受講者は自宅
でも復習されるなど、意欲的に受講していただき活気の
ある教室となりました。

皆様のご利用を職員一同心よりお待ちしております。

セラバンドを設置しました！！

新たに職員が加わりました！

職員が新たなポストに就任しました !

退職者氏名

パソコン教室を開催しました！！

内田契約職員

小野次長兼副所長

田中事務職員

西河業務課長心得

よろしくお願いします

皆様とともに

はじめまして

利用していただく皆様に感謝!

お知らせ・事業報告
ストレッチポールを設置しました！！
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毎週金曜日はノーマイカーデーです！
ワンコインエコパス（※）を使って週に一度はエコ通勤を！
※毎週金曜日に１乗車100円で「バス：県内全域/鉄道：近
　江鉄道全域」が利用できる証明書です。詳しくは滋賀県
　交通政策課ホームページをご覧ください。
びわこ京阪奈線（仮称）鉄道建設期成同盟会・琵琶湖横断エコ交通推進協議会

次号（第114号、10月1日発行）に
伴う原稿締切日は8月14日（日）
とさせていただきますので、よろ
しくお願いします。

原
稿募集

印刷：社会福祉法人 いしづみ会　指定障害者サービス事業所 いしづみ

次の①～⑥のヒントを参考にして□の中の故事・ことわざをうめてください。最後に（A）～（E）の文字を順番に並べたものが答えとなります。

▪▪ ヒント ▪▪

＊前回のクイズの当選者（応募総数：27 通）
　・岡本 達美 様（大津市）
　・安田 郁夫 様（近江八幡市）
　・西山 令子 様（彦根市）

①身から出た錆（みからでたさび）
②損して得とれ（そんしてとくとれ）
③二階から目薬（にかいからめぐすり）
④石の上にも三年（いしのうえにもさんねん）
⑤提灯に釣鐘（ちょうちんにつりがね）

ご応募頂いた個人情報については、個人情報保護関係法令を遵守し、クイズ
コーナーの事務にのみ使用し、それ以外の目的には使用いたしません。

《応募方法》
ハガキに住所、氏名、電話番号、クイズの答え、広報誌に対するご感想等
をご記入の上、下記までご応募ください。正解者の中から、3人の方に、
記念品をお送りします。また広報誌に氏名が掲載されますので、ご了承
ください。なお、応募の締め切りは、８月末日までの消印のあるものを有
効とさせていただきます。

〒 525-0072　草津市笠山八丁目 5 番 130 号
（公財）滋賀県身体障害者福祉協会　県身協クイズの係　まで

①ひどく貧しい生活をする。非常に切り詰めて倹約する。とても
けちなこと。

②子供を心配する親の気持ちを子供はまったく知らないで、気
ままに振る舞ったり勝手なことをするという意味。

③病気は、気のもちようで良くも悪くもなる、ということ。
④どんなに大きなものごとでも、まずは手近なところから着実

に努力を重ねていけば成功する、ということ。
⑤子供は親に似るものだということ。また、平凡な親からは平凡

な子供しか生まれないという意味。

ク イ ズ コ ー ナ ー

　これから夏本番を迎えますが、皆様はいかがお過ごしでしょうか？
　4月には、熊本県熊本地方を震央とする熊本地震が発生し、最大震度７を2度も記録しました。また、震度1以上を観測する
地震が1,000回以上発生する等、過去に例がないほど余震が続く大地震でした。亡くなられた方々のご冥福をお祈りいたし
ますとともに、被災された方々が一刻も早く、元の生活に戻れますよう、心から願います。
　さて、「滋賀県身協」（第113号）ができあがりましたのでお届けします。
　平成27年度の事業報告および決算、平成28年度の事業計画および予算についても理事会・評議員会で承認をいただき、無事
スタートを切ることができました。また、県立障害者福祉センターの経営については、新たに本年4月から始まる5ヵ年の第三
期指定管理期間において、「利用者一人ひとりに寄り添い、ともに成長するセンター」を目指し、業務に取り組んで参ります。
　次号（第114号）の広報誌は、10月1日に発行します。県立障害者福祉センターの最も大きな行事である「夏まつり」の様
子等をご報告する予定です。
　今年の夏も暑さが厳しくなりそうですが、お身体にはどうぞお気をつけてお過ごしください。

●いつもゆっくりと読ませてもらっています。皆さん障害があってもいろんな
所でがんばっておられますね。（甲賀市・女性）

●県内・外の推進事業の状況等きめ細かく、また、写真入りで判り易く、楽しく
拝読しております。（近江八幡市・男性）

●この広報誌などを読ませていただくのを楽しみにしている一人です。いろ
いろなことに参加したい気持ちはありますが、なかなか思うように動けな
いことがあるので、こういう冊子はありがたいです。（彦根市・女性）

●毎回、クイズや色々な催し物のお話等楽しみにしております。（東近江市・男性）
●広報誌を読ませていただいて、卓球教室に参加したいと思いました。
  （甲賀市・女性）

読者からの声！

＊前回のクイズの答え　→　さくらもち

①
②
③
④
⑤

つ に（A） と も

お（B） こ ろ ら ず

（C）ま い か ら

せ 　 の み も い（D）ぽ ら

か る （E） か る


